
　
十
一
月
十
七
日

　
七
時
過
起
床
。
メ
デ
ィ
ア
建
築
開
発
の
シ
ン
プ
ル
な
企
画
書
を
メ
モ
す
る
。

十
時
シ
ャ
ー
プ
の
面
々
来
室
。
打
合
わ
せ
。
十
一
時
半
修
了
。
雑
事
。
細
か

い
打
合
わ
せ
。
忍
田
邸
ス
ケ
ッ
チ
を
四
〇
分
程
集
中
。
十
六
時
半
幸
脇
夫
妻

来
室
。
十
八
時
修
了
。
十
九
時
過
新
大
久
保
の
近
江
屋
で
若
松
社
長
と
会
食
。

ロ
シ
ア
で
の
話
を
聞
く
。
二
十
一
時
半
迄
。

　
十
一
月
十
八
日

　
十
時
山
本
哲
史
、
十
勝
の
後
藤
氏
来
室
。
山
本
氏
の
構
想
を
聞
く
。
十
一

時
過
よ
り
幾
つ
か
の
打
合
わ
せ
。
十
二
時
四
十
五
分
学
科
会
議
室
。
嘉
納
先

生
と
打
合
わ
せ
。
十
三
時
教
室
会
議
。
十
五
時
教
授
会
。
今
日
は
理
工
学
部

が
三
分
割
さ
れ
そ
の
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
学
部
で
あ
る
我
々
建
築
学
科
が
属
す
る

創
造
理
工
学
部
の
学
部
長
準
備
室
長
選
挙
が
あ
る
の
で
、
教
授
達
の
出
席
率

は
高
い
。
三
つ
に
分
か
れ
た
学
部
の
我
々
の
学
部
だ
け
が
選
挙
で
、
他
は
話

し
合
い
で
ト
ッ
プ
を
決
め
て
し
ま
っ
た
。
建
築
は
社
会
環
境
と
名
を
変
え
た

土
木
、
資
源
と
最
後
ま
で
考
え
方
に
開
き
が
残
り
、
機
械
（
ロ
ボ
ッ
ト
）
の

代
表
を
ト
ッ
プ
に
押
し
て
，
学
科
独
自
の
候
補
は
立
て
な
か
っ
た
。
十
七
時

投
票
を
開
始
。
二
度
の
投
票
で
建
築
が
押
し
た
候
補
が
当
選
と
な
る
。
色
々

と
途
中
で
学
内
政
治
的
圧
力
が
か
か
り
危
惧
し
て
い
た
が
、
ま
ず
は
良
か
っ

た
。
安
堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
す
。
学
科
主
任
も
良
く
や
っ
た
。
私
と
し
て
も
，

久
し
振
り
の
一
勝
で
あ
っ
た
。
十
八
時
半
新
大
久
保
駅
前
の
近
江
屋
で
一
人

祝
勝
の
ビ
ー
ル
を
飲
む
。
山
本
啓
史
、
後
藤
氏
、
そ
し
て
α
社
長
若
松
氏
参

集
。
ロ
シ
ア
に
お
け
る
食
材
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
し
て
話
し
合
う
。
山
本
氏
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
詳
し
い
。
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
枠
外
の
話
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が

あ
る
。
二
十
一
時
散
会
。
こ
の
類
い
の
集
り
で
何
か
が
簡
単
に
動
く
と
も
思

え
ぬ
が
、
座
し
て
待
つ
よ
り
は
良
い
だ
ろ
う
。
日
本
は
も
う
内
側
に
居
て
、

内
側
か
ら
の
発
想
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
外
か
ら
視
て
、
外
か
ら
働
き

か
け
た
方
が
良
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
視
線
無
く
し
て
は
深
く
有
効
な

考
え
は
生
ま
れ
な
い
。

　
十
一
月
十
九
日

　
雨
模
様
の
暗
い
朝
だ
。
十
一
時
研
究
室
。
打
合
わ
せ
数
件
。
十
三
時
日
本

経
済
新
聞
社
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
十
五
時
設
計
製
図
。
十
七
時
半
研
究
室
に
て

雑
務
処
理
、
お
よ
び
Ｍ
Ｍ
Ａ
開
発
企
画
書
作
成
。
二
〇
時
半
修
了
。
忍
田
さ

ん
に
新
し
い
プ
ラ
ン
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
る
。
伊
藤
邸
明
日
Ｕ
Ｐ
の
予
定
。
明
日
は

利
根
町
に
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
が
、
体
が
少
々
し
ん
ど
い
。
行
く
か
行
か

ぬ
か
は
明
朝
決
め
よ
う
。

　
十
一
月
二
〇
日

　
朝
、
快
晴
で
気
分
も
良
い
の
で
利
根
町
に
出
掛
け
る
事
に
し
た
。
只
今
、

十
時
日
暮
里
よ
り
常
磐
線
車
中
。
こ
う
い
う
時
間
も
大
事
。
十
時
四
〇
分
取

手
。
佐
藤
さ
ん
と
共
に
実
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
利
根
町
百
人
ス
ク
ー
ル
百
笑
園

農
園
見
学
。
マ
、
一
年
目
に
成
功
す
る
わ
け
が
な
い
。
竜
ヶ
崎
の
ス
ー
パ
ー

四
Ｆ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
石
川
礼
子
さ
ん
の
俳
句
と
写
真
展
を
見
る
。
農
村
集

落
セ
ン
タ
ー
の
、
百
人
ス
ク
ー
ル
ソ
バ
打
ち
の
会
。
竜
ヶ
崎
の
男
性
が
料
理

を
す
る
会
の
メ
ン
バ
ー
十
名
程
の
ソ
バ
を
御
ち
そ
う
に
な
る
。
つ
け
も
の
、

ま
ん
じ
ゅ
う
等
も
用
意
さ
れ
、
ま
ん
じ
ゅ
う
は
商
品
に
す
る
事
を
始
め
て
い

る
。
前
田
さ
ん
の
手
作
り
ま
ん
じ
ゅ
う
で
あ
る
。
食
事
後
、
百
人
ス
ク
ー
ル
、

桜
の
樹
を
百
本
い
よ
い
よ
植
え
る
事
に
な
り
、
そ
の
相
談
。
ゆ
っ
く
り
だ
が

百
人
ス
ク
ー
ル
は
進
ん
で
い
る
。
佐
藤
宅
で
石
川
陽
子
さ
ん
の
つ
け
も
の
他
、
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キ
ク
の
つ
け
モ
ノ
等
、
例
に
よ
っ
て
沢
山
お
み
や
げ
を
い
た
だ
き
取
手
ま
で

送
っ
て
も
ら
う
。
車
の
中
で
女
性
同
志
の
お
し
ゃ
べ
り
を
ウ
ト
ウ
ト
し
な
が

ら
聴
い
て
い
る
と
世
間
の
一
端
を
知
る
事
が
で
き
る
。
只
今
、
十
五
時
半
頃

常
磐
線
で
上
野
へ
走
っ
て
い
る
。
眠
い
。
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